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意外に冷え込みの厳しい今年の冬です
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大きな喜びの知らせ
　今からおよそ２０００年前の、世界
で初めのクリスマスは、決して華やかな
ものではありませんでした。臨月を迎え
たマリヤは、どの宿屋も満室で泊まれ
なかったため、家畜小屋でイエス・キ
リストを産みました。赤ん坊のイエス様
は、布にくるまれて粗末な飼い葉桶に
寝かされました。なんと貧しいクリスマ
スの光景でしょうか。しかも、最初の祝
い客は、名もない羊飼いたちでした。
　クリスマス・ツリーもプレゼントもあ
りません。しかし、そこには本当の喜び
がありました。羊飼いたちがやってきた
のは、その夜、野宿をしているときに、天
使から知らせを聞いたからです。天使は
彼らにこう言ったのです。「恐れることは
ありません。今、私はこの民全体のため
のすばらしい喜びを知らせに来たので
す。きょうダビデの町で、あなたがたの
ために、救い主がお生まれになりまし
た。この方こそ主キリストです。」（ルカ

の福音書２章１０，１１節）
　神のひとり子が貧しい家畜小屋で産
声を上げられたニュースは、忘れ去られ
たような存在の羊飼いたちに真っ先に
伝えられたのです。救い主の誕生は、
「すべての民に与えられる大きな喜び」
でした。イエス様は、立派な屋敷ではな
く寒風の吹き込む、むさ苦しい家畜小
屋で生まれました。豪華なベッドではな
く粗末な飼い葉桶に布でくるまれて寝
かされました。町の名士たちではなく無
名の貧しい羊飼いたちの祝福の訪問を
受けられました。だからこそ、すべての
私たちのための救い主となられたので
す。
　私たちも、このクリスマスを心から喜
んでお祝いしましょう。私のために、私
を罪と滅びから救い出すために、神の
栄光を捨てて、貧しいお姿になって降ら
れたイエス様のご降誕を、共に喜びま
しょう。

ポッドキャスト
始めました。
ホームページから
利用できます。

　日本でもよく歌われるクリスマスの讃美歌に「もろびとこぞりて」がありま
す。これは、ヘンデルの「メサイヤ」のある箇所にヒントを得て作曲されたと
いわれています。
　作詞をしたドッドリッジは、孤児になりましたが、父母の信仰を受け継ぎ、
英国で教会の牧師となり、熱心にその務めに励みました。そして、400もの
讃美歌を書いたのです。その一つ一つは信徒をキリストに導きたいという
祈りを込めて語った説教の要約といわれています。
　「もろびとこぞりて」の3節を、直訳で味わってみると、「主は、ブローク
ン・ハートに包帯をし、血を流している魂を癒される」となります。これは彼
が大きな悩みの中にあるとき、イエス様がやさしい看護士のように心の傷
を手当てして下さった経験を通して生まれた言葉だったのでしょう。それだ
けでなく、深い悲しみに沈んでいる人を何とかして励ましたいと祈りながら
書かれた言葉だったのかもしれません。日本語では美しく訳されている歌
詞の背後には、このような人間の厳しい現実と神様の愛が隠されています。

クリスマス・スペシャル・コンサート
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讃美歌誕生秘話
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